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（１）門司みなと祭り

１５． 昭 和 時 代 ○2（ 戦 後 ）
　昭和２０（１９４５）年８月、ポツダム宣言を 受  諾 して、

じゅ だく

太平洋戦争は終わりました。
　 焼 け 野  原 からの復興、そして高度経済成長と、平

や のが はら

和で豊かな世の中へと移り変わっていった約４５年
間を、昭和時代（戦後）といいます。
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　みなさんは、門司みなと祭りが、いつどのようにして始まったのか、知っていますか。
　昭和６（１９３１）年、門司港修築工事が完成しました。これは、港をもっと大きくし、外国からの
船が港に入りやすくするための工事でした。

昭和６年　門司港改修工事の様子（「門司百年」）

　この工事によって、 大  連 
ター リエン

 航  路 や 天  津 航路が開け、門司港は国際港として世界に知られるようにな
こう ろ テン チン

りました。
　そこで、昭和９（１９３４）年、 出  光 商会の出光 佐  三 さんと門司商工会のみなさんが中心となり、門

いで みつ さ ぞう

司港がもっともっと栄えることを願って、第１回門司みなと祭りを盛大に開きました。
　第２回、第３回と門司みなと祭りは 開  催 されましたが、昭和１２（１９３７）年、日中戦争が始まると、

かい さい

中止されました。

だい  れん てん  しん
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　では、門司みなと祭りは、い
つどのようにして復活したので
しょう。
　写真のように、戦争による空
襲で門司港は焼け野原になりま
した。

出光佐三さんと門司商業会みなと祭りのみなさん（「門司百年」）

空襲で焼けた門司港の町
（「門司百年」）

　まちの人々は、港町として栄えていた門司港をよみがえらせようと、まちの復興に努めました。
　海外から日本に帰ってくる人々を乗せた引き上げ船も、次々と入ってきました。
　門司港駅から連絡船へ、連絡船から門司港駅へと、１日１万人もの人々が乗り降りしました。まち
はどんどん活気を取りもどしていきました。
　昭和２２（１９４７）年、 中  野  真  吾 門司市長は市の職員に呼びかけ、

なか の しん ご

 仮  装  行  列  隊 をつくって、門司みな
か そう ぎょう れつ たい

と祭りを復活させました。
　その行列隊に、錦町小学校（今の門司海青小学校）の児童も、「昭和の浦島」という仮装で参加し
ました。
　決して盛大とはいえませんでしたが、門司みなと祭りの復活は、まち中をわきたたせ、子どもも大
人も、市民 総  出 の祭りとなりました。

そう で
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復活した第１回門司港みなと祭りの様子

　それからは、門司市民あげての伝統行事となり、日本三大みなと祭りの一つに数えられるように
なりました。
　写真は、昭和２６（１９５１）年の門司みなと祭りの様子です。
　１号岸壁と呼ばれていたところ（今、海峡ドラマシップがあるあたり）に、アメリカの 進  駐  軍 の

しん ちゅう ぐん

 艦  船 が横づけされています。船の上では、アメリカの兵士さんたちが 踊 りを見物しています。また、
かん せん おど

１号岸壁で軍艦から踊りを見るアメリカの兵士さんたち

（「北九州思い出写真館」）

小倉の 駐  屯 
ちゅう とん

部隊の兵士たちも見物に 訪 れ、門司市民と
おとず

いっしょに祭りを楽しみました。
　昭和３０（１９５５）年からは、祝賀パレードが行われる
ようになりました。
　車を船の形に仕立てて、その上に桃太郎や浦島太郎
などに仮装した人たちが乗り込み、門司港のまちをパ
レードしました。

仮装の様子（「門司百年」）

　関門国道トンネルといえば、入り口に 描 かれたふぐの絵が印象的です。みなさんもこのトンネル
えが

を車で通ったことがあるでしょう。
　このトンネルは、九州と本州を結ぶ交通の 大  動  脈 として、昭和３３（１９５８）年３月に開通しました。

だい どう みゃく

　トンネルは、上下二段の構造になっています。上段は人道で、下段が車専用の国道です。

（２）関門国道トンネル開通とトンネル博
　この祝賀パレードは、みなと祭り最大の呼び物とし
て、今もなお続けられています。
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　また、開通を記念して、３月２０日から５月２５日まで 老  松 ・ 和  布  刈 公園一帯で「世界貿易産業 大 
おい まつ め か り だい

 博  覧  会 （門司トンネル 博 ）」が開催されました。
はく らん かい はく

　開幕の日（３月２０日）には、博覧会会長であり門司市長でもあった 柳  田  桃  太  郎 さんは、 高  松  宮 
やなぎ だ もも た ろう たか まつの みや

 殿 
でん

 下 と 妃 殿下を会場にご案内しました。
か ひ

　会場はたくさんの市民でうめつくされていました。その市民たちが見守る中、妃殿下がテープ
カットをして博覧会は始まりました。
　４月７日には、天皇皇后 両  陛  下 もおいでになりました。

りょう へい か

　会期中の入場者は約１１２万２６００人を数え、門司市の歴史の中で最大の 催 しの一つとなりました。
もよお

　３月９日の開通の日は、門司港のま
ちは大パレードでにぎわいました。

開通の日の大混雑ぶり（トンネル口付近）
（「北九州思い出写真館」）

老松会場（今の老松公園）
（「門司百年」）
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　関門国道トンネル開通とトンネル博に備えて、門司のまちにさまざまな施設ができました。
　昭和２９（１９５４）年１月には、栄町商店街が新築され落成しました。商店街の入り口には真新しい
ネオンサインが取り付けられ、昭和３２（１９５７）年１１月にはアーケードも完成しました。

　昭和２９（１９５４）年８月には、門司市がめかり水族館を買い上げ、市営の水族館としてさらにすば
らしい名所にしました。水族館のそばには 梶  ヶ  鼻 遊園地もできました。

かじ が はな

　昭和３１（１９５６）年１０月、第１回めかり 菊 人形展が開かれました。
きく

　その規模は西日本一と 評  判 され、昭和４２（１９６７）年までの１２年間、内外の観光客を楽しませま
ひょう ばん

した。
　翌年には関門橋の工事のため、水族館も閉鎖されてしまいました。

めかり会場
（今のノーフォーク広場）

（「門司百年」）

入り口のネオンサイン 完成したアーケード（「門司百年」）
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　昭和３３（１９５８）年３月、関門国道トンネル開通
と門司トンネル博開催に合わせて、古城山にロー
プウェイが開業しました。
　これは、長さ６０２ｍ、高さ１０１ｍの古城山頂と
関門国道トンネルの入り口を、わずか６分で結ぶ
ものでした。
　ロープウェイは６人乗りで、全部で２４台もあっ
て、１時間に７２０人を運ぶことができました。
　昭和３６年には延べ１３万もの人々を運びました
が、昭和３９（１９６４）年１月に営業を 停  止 しました。

てい し

めかり水族館（今はめかり会館）
（「門司百年」）

水族館の中の様子
（「門司百年」）

関門トンネル口に向かうロープウェイ
（「門司百年」）
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　この年の９月には、山頂付近に世界平和パゴダも完成しました。このパゴダは、日本でただ一つ
のビルマ式寺院です。第二次世界大戦の 戦  没  者 の 慰  霊 と世界平和を祈るため、ビルマ（今のミャン

せん ぼつ しゃ い れい

マー）政府仏教会と 地  元  有  志 によって建てられました。
じ もと ゆう し
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　昭和２８（１９５３）年６月２８日、門司大水害が起
こりました。この年の 梅  雨 は、例年とちがって異

つ ゆ

常でした。６月５、６日に台風１２号がもたらした
大雨があっただけで、その後、２５日になるまで晴
天が続く毎日でした。
　ところが、２５日から突然思い出したように降
り出した雨は、その後は休むことはありませんで
した。次の日も次の日も、ごく一時的に小降りに
なったことがあっても降り止むことはなく、４日
間連続して大量の雨をもたらしました。北九州地
区の雨量は門司区（当時は門司市）が一番多く、
２５日から２８日の４日間で６４５．１ミリ（１日平均
で約１６１．５ミリ）というものすごい量を記録しま
した。門司の場合、例年６月の総雨量の平均は
２８２ミリで 降  雨  日 が平均１１日ほどですから、１日

こう う び

に約２６．４ミリになります。しかし、この年の６月
は、４日間で６４６．１ミリの雨量ですから、例年の
梅雨時の２５日分がこの４日間に降った計算にな
ります。
　４日間の中でも、門司大水害を引き起こした２８日は、門司の雨量がずばぬけて多かったのです。
下関３０７ミリ、小倉２７９ミリ、八幡２６４ミリ、福岡１６８ミリに対して、門司はなんと３９８．３ミリで
した。
　２５日からの３日間に降った２４７．８ミリの雨水は、山地・平地・田畑の土が水をかかえ込んでおく
限界を 超 えていました。２８日の３９８．３ミリの大雨は、今にも 崩 れようとする山地に追い打ちをかけ

こ くず

たのでした。門司港地区と大里地区では、２８日には、昼近くから、あちこちの山が崩れ始めていま
した。
　特に、風師山の崩れる 様 はものすごく、 山  肌 が谷間になっている所は、巨大な 水  魔 が鉄の巨大な 爪 

さま やま はだ すい ま つめ

で山頂近くからふもとへかけてひっかいていったように、大木と巨石をかかえこんだ赤い 土  石  流 の
ど せき りゅう

跡を見せたのでした。門司の人たちは、その山崩れの跡を「水魔の爪跡」と呼び、土石流のことを
「山津波」と言って恐れました。

（３）門司大水害 水害で受けた被害
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　海峡側の門司駅・門司港駅付近全体は、 泥  水 の大河と化し、当時の電車通りは、大量の 土  砂 や巨
どろ みず ど しゃ

岩・巨木で路面が 隠 れてしまいました。
かく

門司駅前
門司港郵便局前

桟橋通り付近

関門鉄道トンネル 門司港駅ホーム

　関門鉄道トンネルは 水  没 して不通になり、九州と本州の荷物は、関門連絡船で輸送しました。そ
すい ぼつ

のために、一時、門司港駅のホームは荷物の山になってしまいました。
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　中でも、最も被害を大きく受けて悲惨だった所は、 白  木  崎 電停（今は風師バス停）一帯でした。風
しら き ざき

師山の急斜面が、巨岩を多く含んだ最も大きな山津波となって、門司一の被害を出したのでした。

　清滝公園は、その名のとおり、清流がおちる門司一の名園でしたが、この時の大水害によって、
今はすっかり姿を変えています。

白木崎付近

落ちてきた巨岩

現在も残る巨岩

昔の清滝公園 大水害のときの清滝付近
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　死者と 行  方 不明者１４３名を 含 めて、６２０名が死傷し、被害を受けた家１４３２７戸・・・これが、昭和
ゆく え ふく

２８（１９５３）年６月の門司大水害で出した被害でした。

　周囲がまっ暗でしたから、何時頃だったか分かりません。恐ろしさで寝つかれない耳に、
ゴーッという音が小さく聞こえました。聞こえて何秒も経ちません。その小さな音に、もし
や？と思ったときには、赤水と土砂がドスーンという音といっしょに家の 裏  壁 を破って入って

うら かべ

きたんです。そのとき、父ちゃんも目を覚ましていたんでしょうね。何か鋭く言っていました。
どういう訳か、言葉は覚えていません。私は、ドスーンという音とともに外に飛び出しました。
「父ちゃん、逃げよう！」と言ったのは覚えています。
　外に出ても、雨で体がぬれるのに気にならないほどボーッとしていました。気が付いたら、
子どもを 小  脇 にかかえ、右脇には薬とおにぎりを入れておいた救急袋をかかえていましたよ。

こ わき

＜当時の様子を知る人たちの話＞

　私は当時小学生でした。小森江東小学校近くの団地風の長屋に住んでいました。木造二階建
ての四 棟 が風師山に背を向けるように並んでいました。夜中だったでしょうか、山すそに一番

むね

近い棟が山津波におそわれ、１階が土砂で埋まりました。
　中一日たってだろうと思いますが、生き埋めになった人を掘り出す作業がありました。二人
が亡くなったのですが、二人とも両腕を上に上げた立ち姿で死んでいました。おそらく、起き
上がって逃げようとした瞬間には泥で埋められ、どうしようもなかったんでしょうね。犠牲者
がご夫婦の二人ですんだのは山側の棟が危ないというので、その棟の住民が二日前から他の場
所へ移っていたからです。ご夫婦は「今夜はだいじょうぶだろう」と思われて、自分の家にそ
の日帰ったのですよ。それがとんでもない悲劇になったのですよ。

　犠牲者といえば、私の中学の時の 先  輩 がいます。彼の家は日本セメント工場（現在は使われ
せん ぱい

ていません）の上あたりになりましたが、山津波で家ごと押し流されて、いまだに 遺 体は、行
い

方不明なんです。痛ましいことです。
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　門司大水害から５０年後の平成１５（２００３）年７月２８日、門司大水害で犠牲になった方々を 慰  霊 す
い れい

る 催 しが行われました。たくさんの人が訪れ、犠牲者を慰霊するとともに、二度と起こらないこと
もよお

を祈りました。

新聞記事（平成１５年７月２８日毎日新聞）

大里 門司港 

貴船西公園 

今も残る巨石 

東貴船 
　公園 

風師バス停 
（旧白木崎電停） 

国道3号線 

慰霊碑 

老人 
いこいの家 

貴
　
船
　
川 

きゅう 
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（４）五市合併と門司

　昭和３８（１９６３）年２月１０日、門司・
小倉・戸畑・八幡・若松の５市が合併
し、北九州市が誕生しました
　５つの市それぞれの議員や職員の間
に動きらしい動きとして見えたのは、
昭和９（１９３４）年頃からです。

　北九州が指折りの工業地帯と港をも
つ都市で、しかも５つの都市が横並び
して、大陸に近いことから、国の守り
を考えた時に、５つの都市は１つにま
とめる必要がある、という事情がその
理由といわれています。
　ところが、戦争が激しくなり、合併どころではなくなってしまいました。
　戦争が終わった昭和２３（１９４８）年１月、「北九州５市合併総合研究委員会」ができました。このと
き門司は、下関を入れた「関門６市合併」の意見をゆずりませんでした。
　２年後の昭和２５（１９５０）年６月、「合併調整促進委員会」ができました。９月までに市民投票によっ
て合併の 賛  否 を調べることになりましたが、実際に実施したのは、小倉と八幡だけでした。

さん ぴ

　合併の話は、進みませんでした。

　この１０年後昭和３５（１９６０）年１０月、国勢
調査がありました。
　その結果、北九州５市の人口が１００万人に
あと１万数千人であることが分かりました。
　「１００万市民の年を生み出そう！」「５市が
そろって近代都市として発展していこう！」
市民から起こったこの声が、合併運動の大き
な力になりました。

門司市解散式

北九州市開庁式
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　その年、小倉市民会館の一室で５市の市長会が開かれました。次は、その時の発言の様子です。

八幡市長「どうでしょう。今日ここにこうしてお集まりのみなさん。わたしどもが市長であ
る期間中に１００万市民の都市を生み出そうじゃありませんか。市長としての任期は
あと３年。その３年のうちに、５市合併を実現しましょうや。いかがでしょう。」

小倉市長「小倉の場合は、私の前々の市長から一貫して賛成しています。明治から続いてい
るこの問題は、いずれ解決せねばなりませんね。門司の意向はどんなもんでしょう
か。」

門司市長「門司は、５市がそろって近代都市として発展することを考えたときに、合併にそ
う強く反対とも言えません。」

八幡市長「それは、５市合併でかまわないということでしょうか。」
門司市長「つまり、関門６市にこだわらないということです。市民もそうした方向で考えて

おります。」
戸畑市長「戸畑は、おかげさまで財政は一番豊かです。ですから、市民の間には合併をしな

くてもという意見もかなりあります。でも、長い目で見たときには、合併はよいと
思いますね。」

若松市長「もう十分に議論はつくされていますね。戦前からのこの問題の解決は、今が 潮  時 
しお どき

でしょう。合併の方法を 煮  詰 める時期にきていると私は判断しますよ。」
に つ

　昭和３６（１９６１）年１１月、門司市議会は、絶対
多数で合併に賛成しました。
　翌年６月、市民から 募 集された名前の中から、

ぼ

「北九州市」に決定しました。
　昭和３８（１９６３）年２月９日に各市で解散式が行
われ、２月１０日に北九州市が誕生し、４月１日か
らは政令指定都市となりました。
　これによって、門司市は、「北九州市門司区」
と生まれ変わりました。

※　政令指定都市とは、政令で指定する人口５０万人以上の市です。
　　指定されると、市でありながら、県と同じくらいの権限や財源をもつことができます。
　　政令指定都市は平成１６年現在で１２あります。

予定新市名発表
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　◯「関門橋」の誕生話1

　関門海峡をまたぐ夢は、ずいぶん昔からあっ
たようです。
　 二  夕  松  町 バス停と、小森江東小学校・風師中

ふ た まつ ちょう

学校を結ぶ坂道を、 巨  人  坂 といいました。これ
おお ひと ざか

は、対岸の下関市彦島にもあり、この坂道には、

（５）関門橋と田野浦・太刀浦
関門海峡 

片上海岸 

小森江 

小森江駅 
片上バス停 

二夕松町バス停 
巨人坂 

小森江東小 
風師中 

風師 

西海岸 
萬葉 

文 
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大
里
へ ▲風師山 

門
司
港
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人道 人道 自動車道 

連　　絡　列　　車 

２４.０ｍ 

１６.０ｍ 

自動車道 電車道 

「大男が海峡をまたぎ、海の水で顔
を洗った。」という言い伝えがありま
す。
　海峡の向こうの大地（彦島・下関）
に海峡を渡って行きたいという願い
や夢を大昔の人たちがもち続けてい
たことを、このような話にあらわし
たのでしょう。
　このような夢を実現しようとする
動きが、「トンネル」で果たすのか、
それとも「橋」でか、の論争は、明
治の頃に起こっていました。
　日清戦争で勝利した翌年の明治２９（１８９６）年
に、「日本の発展のために、関門 架  橋 （橋を架

か きょう

けること）が必要である。」と国務大臣が発言
しています。
　大正８（１９１９）年に関門海峡の下の下関・大
里間に鉄道トンネルを通すということが決定さ
れた後にも、昭和５（１９３０）年に、目的をいく
つも合わせた「多目的道路」の 吊 り橋を設計し

つ

ました。
　橋は二重の 床 をもち、下段は複々線の鉄道、

ゆか

上段は、中央に電車道、それをはさんで左右、
それぞれを自動車道と人道にするというもので

＜巨人坂＞

＜１９３０年の「多目的道路図」＞
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した。
　上下二段の床にしたのは、空からの攻撃に備えて、下段の鉄道をぎりぎりのところまで守って、輸
送力の低下をできるだけ防ごうとするためでした。
　上段の床を走る予定の電車は、当時、東本町を起点・終点としていた西鉄路面電車のレールを和
布刈まで延ばして、橋につなげるというものでした。
　ところが、陸軍から「もし戦争になれば、橋は敵機の目標になる。破壊されると、関門海峡の航
路を 封  鎖 される」と、強く反対されて

ふう さ

実現することなく、トンネルを通すこ
とになりました。

　昭和１２（１９３７）年には、鉄道トンネ
ル工事は始まり、５年後に開通しまし
た。
　その後、建設省は、トンネルをもう
１本掘って、上下２本にする考えでし
たが、交通量の増加が 著 しく、昭和４０

いちじる

（１９６５）年に関門架橋建設計画を発表し
ました。
　当時としては、世界で９番目、日本
では最長の吊り橋でした（今の関門橋
は世界第２３位で、日本第１０位）。

　関門橋造りは、昭和４０（１９６５）年に
始まりましたが、橋の 塔 の高さが５０

とう

メートルを超えると、大きな前後左右
の揺れが加わるので、作業員は船酔い
のようになってしまいました。
　「高いところには、めっぽう強いけ
ど、風の強い日はゴメンだ」と、真っ
青な顔をして引き上げてくる作業員が
多かったといわれています。
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１９６５年の関門橋設計図

建設中の関門橋
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　吊り橋を支えるケーブルは、直径５ｍｍの
ピアノ線を９１本まとめて１本の 束 にし、その

たば

束の１５４本で、さらに１本にしばりあげたも
のです。
　関門橋のメーンケーブル１本は、１４,０１４本
のピアノ線からできている勘定になります。
ピアノ線１本は３ｔの重さに 耐 える力を持ち、

た

縦につなぐと、総延長は地球を４分の３周も
するそうです。
　右の写真は、中国自動車道の壇ノ浦サービ
スエリア内にある、メーンケーブルの断面です。

　完成した橋に名前が付けられることになりました。名前は候補として、「関門大橋」「関門架橋」「関
門橋」「早鞆大橋」の４つの中で、「関門橋」になりました。
　また、橋の色は、初めは、航空法から、高さ６０メートル以上の物は、「赤白か、赤一色」という
ことで、紅白になりかけたそうです。しかし、関門橋は、周囲の環境を考え、また、当時の世界最
長の吊り橋だったアメリカのベラザノナローズ（今の世界最長は 明石 海峡大橋）などの橋が、みな

あかし

グレー（灰色）系でしたので、今の色に決まりました。

　関門橋の完成や、高速道路が各地に伸びたことによって、関門橋の交通量は、開通した当時（昭
和４８年・１１,４１０台）の約３倍（平成１４年・３５,００５台）に増えています。

　関門橋のおもしろい数字の比較　　　（「関門海峡」朝日新聞社編から一部加筆）

　１，　使用した鉄の量は、３２,０００トンで、東京タワーの約８倍に当たります。新幹線の
レールを造ると、鹿児島から北海道までの長さになります。

　２，　使用したセメントの量は、４１,０００トンで、セメント袋１,０２５,０００袋の量になります。
　　袋を積み重ねると、富士山の５５倍の高さになります。

ケーブルの断面
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◯2 田野浦・太刀浦
　昭和３８（１９６３）年に、門司市、小倉市、戸畑市、八幡市、若松市の５市が合併して、北九州市に
なりました。
　それを 契  機 に外国貿易の「門司港」、国内流通の「小倉港」、および工業港の「 洞  海 港」を総称し

けい き どう かい

て 「北九州港」と名付けました。
　北九州市は、昭和４６（１９７１）年に田野浦コンテナターミナルを開設すると共に、太刀浦コンテナ
ターミナルも造成し、田野浦・ 太  刀  浦 一帯を臨海工業地にしました。

たち の うら

　昭和４９（１９７４）年以来、太刀浦には、ライナー 埠  頭 、コンテナ基地の建設が進み、現在は長さ
ふ とう

６２０メートルと、５５０メートルの岸壁を持つ、総面積２９ha 余りのコンテナターミナルとなり、 景  観 
けい かん

が一変しました。
　工事が始まる前は石と岩礁が続く海岸で、近くには人家は少なく、旧日本軍の砲弾処理工場があ
りました。

太刀浦埠頭

第一コンテナターミナルのクレーン コンテナ基地
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　今は、西日本最大の国際コンテナ基地
として、一か月に２００便を 超 えるコンテ

こ

ナ航路ネットワークをもっています。
　貨物取扱量は、年間約９０トンほどあっ
て、全国第７位です。
　中国航路は、一か月に約８０便の航路が
あり、 上  海 ・

シャン ハイ

 大  連 といった中国の港と結
ター リエン

ばれています。

コンテナターミナルのトラック入り口
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北九州市港湾局・平成１４年統計（太刀浦コンビナートパンフレット）




